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｢レ｣練像に於て膜瀧像が拘央LJ,分界形成がみとめられ,腐骨分離警官発生の所見が見 られ るものは

之 を鎮静期に入った もの と解 して誤 りはないが ,この時期に於で阻止作用がつ よくあらわれ隊臆像の著

明な旺盛期の ものほど阻止作用の易易い事 を知 り得た｡

総 括 並 に 考 操

骨関節結核症に於では病歴 日数長 く｢レ｣線学的に骨硬化像が発至見し破壊骨像の部分に腐骨分離 ･撃

骨発生の営みが あらわれ ,膿の貯溜頻度が減少し腰は稀薄奨液性 とな りその貯滑畳 も減量するに到れば

之の時期 をその病期の鎖静期 と考 えて誤 りはないが ,寒性腺の結核菌発育阻止件用 も初期旺盛期か らこ

の時期に向 うに従ってその張度を埠 していることが之等の比較検討によって明らにされた｡即ち,この

阻止作用の偶差はむしろ病期 によって左右 され るものであると云 う事が立証 されたわけであるo

･結 語

寒性腺の結核菌発育阻止作用に就て,その張度･百家株菌に対する態度,その作用因子並びに骨関節

結核症の病期 との関係等を検索 しその張度が病期によって異な り,日豪株菌 に対 しては著明友作用を示

さず払とり人型 F株菌に対 してのみ 一定の発育阻止作用を示す ものである事 を実験的に証明すると共

に,その作用因子が pHの影響でない事及び加熱転よって変化する ものでない事 をうかがい知 る事がIfi

釆たが ,その本態 に就ては之を明 らかにする事が出来なかったO

この他阻止他用をうけた菌の生態に就て も検索 し,阻止作用の作用状況 を細菌形態学的に立証 した｡

か くして 骨関節結核の観血的療法 を施行するにあたっての 臨床的適臆判定の裏付けを実験的に確立

した0

本研究にあた り御教示を賜 り且つ諸器材の債輿 に便'fl:を輿 え られた文都大学結核研究所楢川教授 ,上薮学

TL-,同祈兜所員謂＼兄E,{対 して厚 く感謝の意 を表する｡

叉.本研究には文部省科学研究費の補助を うげた記 して感謝の意を表する0

骨 関 節 結 核 症 の 骨 髄 像 に 就 vl{

京都 大学医学部革形 外科学数S.(主任 近藤銀条教授)

助 手 大 塚 哲 也

l

(本間の翠 旨は昭和25年10月京都外科集談会,耶 口26年 2月第7回緒核外科集談会 ･ (以上は共同発表)l司

隼3月/京都外科集談合 ,叉同4月節24回 日本整形 舛科学会総会共同研究 中で述べた)O

緒 言

(1)
1931年 Rexerが骨関節結核患者の 局所に骨髄穿刺を行えば, その診断に役立つ であろうと述べ

12)
ているが ,その後飯野氏が同様な患者の患側を穿刺 して, その骨髄血に貧血が ある事 を証明 し,叉幼

(3)
芽細胞が認められると該患者の予後が良好であると報 じている｡ 次いで同氏は快復期にはその貧血が

快復するとも述べて居 る｡

私は此処に骨関節結核患者の うち,四肢に於て左右対照に骨髄穿刺の施行出釆 る10人の症例に就い

て,その骨髄像 を観察する機会 を得長ので述べてみたいと思 う.

2)検査材料及びその方法

検査材料 としては兼称 大学整形夕挿 し入院の骨関節帯核患者で,股関節, 膝関節幕核各 3例 , 足関節枯枝′2例 ,肩
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押,腕関節鯖核各 1例の計10例である｡

骨髄穿刺は股関節L/{対 しては大路 子L/{て,膝,足関節には犬一々腰骨上端及び下端 ,肩肘関節は肩峰,腕関節に於い

ては損骨遠端にて左右夫 々対月那勺に同時に施行 した｡

骨髄穿刺器は初め小宮式骨髄穿刺器を使用 したが,年射て健側穿刺の際屡 々破損するK鑑み,野島,大塚による改長

軸を使用 した〇

･悶穿刺前にlTf学 よ り末梢血をも採取 し参考 とした｡

骨髄 血に就いては 夫 々赤血球数 , 血色素 蛍, 有核細胞激及びその官分率を 訊べたが , 赤血球数 , 有核制胞数は

Thoma,氏血球計算棟を使用 し,血色素最はザ - 1)氏血色素貴測電器 によ り, 百分率は原則 として 400宛計#す る事

とし,染色は メタノール固定後 ギムザ染色e/LCよった0

3)検 査 成 績

I)赤血球数 ,血色ま量 ,有棲細胞救

仝例(/{於 て赤血球数,血色素費共 にその数の減少 (即ち貧血)を証明 したが (未 ,Ⅰ) この際特 t/{抹 Flせ らるべ き

軒 且は,患側の貧血度が健側のそれ よ り常(,{著明な革である｡

い傾向が見 られた (未 ,Ⅰ)｡

次に ｢レ｣線像に依 る骨萎縮の程度 と貧血度 とを比敢 してみると,骨萎縮の高度 なるもの程貧血度が高 く,骨萎縮

の叶等度の もの 僚ゝ '息側 に比 し夫 々その数が少い草が分った (表 ,1,Ⅰ)

三次に骨髄血の有核細胞数に関 してはその数が健常人に方告げるよ りも一般に減 少 して尻るが,特に患側に於 てその程

度が著明で ある (莱 ,Ⅰ)｡

甘)骨穂球の盲分率

骨髄球の百分率は成いては,正常値そのものが購い動揺範囲を持 つ馬 ,仝例の平均値 と比硬 して大体の傾 向を把撰

す る革 に した｡

(三た,廿)i/{よると大体 E/{於て略 々正常値④の範囲内であるが,其の数個は一般 に多少小 さい株である｡

ノ但し赤血球母細胞 ,形骸等は極 めて少いため表 よ りは これを除外 した｡ ∫
① 大赤芽球 ,J-巨赤芽球

大赤芽球 ,･.7仁赤芽球の合計はやは り催側の方が多い ,餌ち息側の赤芽球形成が,健側のそれに較べて劣って屠る株

である｡ この事は前進の貧血が患側に於いて著明である事 と照 し令はせて謁 L/Tl興味ある所 見である｡

(釘 骨髄芽球

骨髄芽球 に関 しても健側倍が大 きいo

⑨ 好 中球 系 ＼

好 LP球 系は殆んど同率E/{出て屠る｡併 しその杉 両氏平均核数か ら見れば,健側の方がその価が大である｡

④ 好酸球系

好酸球 系は好 rl1球系と異な り,患側の方が数が多いが,併 し杉･lrl氏-,l;･均核数は略 々同値を示 した｡

① 盗光球 ,単球 ,う林LJIJ疎

放基球は この場合上梓に問題 とな らぬので略す｡

単球は好酸球 と同株患側が多い｡

7杯巴球 は好 中球 と同株殆ん ど同率である｡

甘)手 術前複 に於け る首分率の比較

これは借か!/I3イ卿て過ぎねため不確実たるを亀かれないが,参考までt/{掲げる事 とした｡

(義 ,Ⅳ)3例共術筏 2月牛である｡

]Ⅴ)骨括穿刺時の状況

さて次 に骨随穿刺時の状況を調べてみると,その穿刺の際健側では筆問な骨性拭抗を感ずるが .患側 では頻 る微弱

で,H圧する程度のみで穿刺針を骨に刺入す る革が出来たものもあった｡

併 し病 巣衛清衡後行 った症例では,骨萎縮が滑退 してい る馬 ,穿刺時相当の拭抗を感ずるのが常であった｡

▲＼
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Y)吸引血液の性状

の混.人を認めるものゐあった｡

然 るL/{病巣廓溝術後に於ては,色調は患,健側共に殆んど同じであった｡

この際仝例に於 て骨髄血が催 ,患側其その貧血を快復 して居るが,その快復の程度が心側に於 て牛射て著明であった_

(表,I)0

1例では術後貧血が一株に快復 し蓬には健 ,患側共略 々同株の数値を/J'{Tに至ってい る｡

4)総括及び考接

以上四肢に於ける骨関節結核患者10例に就いて左右対照的に同時に骨髄穿刺を施行して,赤血球数,

血色素量,有核細胞数及びそP百分率に就いて観察したが,赤血球数 ,血色系素量共に減少 (邑Pち食

血) を認め,両 も息側の方が著明である｡ 併 し術後に於ては骨髄血に著明夜会血快復が認められ,特

に息側の方の快復の度が著明であると言 う事が分った｡ ､

有核細胞数 も息側に於てその数が減少して居る｡

以上の事実 と百分率 とを綜合判定 してみると息側は健側に較べて造血細胞の機能が 非常に劣ってい

る事が分る｡

教皇の山田講師,林の研究によれば,㊨,(参骨萎縮部には骨髄質細胞が減少,或は消失 し,脂肪細胞

の増.殖及び動/汲阻血による水陸状態がみられると言っている｡

此の事は穿刺 時の抵抗の易易さや,採取血液の色調が淡 く,且脂肪粒を証明した事,更に ｢レ｣線像

に於て骨萎縮の高度なるも甲程 ,貧血の度が強い事 ともよく符合する｡

文教堂の野島は,擢息側骨髄血の衆酸ガス含有量が健側 より多い事を証明して居るが,此の事は患

側骨髄血の色調が暗赤色である事をよく説明するものであろう｡

即ち患側に於ける局所循珪碍,欝血を暗示する所見 と考え得る.

従って病巣麻清術後患側の骨髄穿刺 を施行 した場合には,術前 よりも明かに骨の硬化度を埼加 して

居 り,叉術後息側に於ける貧血の快復の著明な事は,病巣齢清術によって抗元 ④ を産出する結核組織

が排除せ られた綜具 ,局所の血行改善が もた らされ,骨萎縮が滑過した結果 と考える事 も出事る｡

従うて此れ等の所見は山田講師等の 本症骨萎縮のアレルギー性成因の一部を物語 るものではあるま

V､か0

5)結 語

以上10例の四肢に於ける骨関節結頓患側に左右対照的に且同時に骨髄穿刺を施行 し次の結典 を得た｡

1)赤血球数,血色素量共に貧血を証明し,両 も息側程その程度が著明である｡ 且 ｢レ｣鯉像で骨

萎縮の高度の もの程貧血の度が強い0

2)病巣廓清術後貧血は健,息側共に快復するが,息側に於ける方がその度が著明である｡

3)有核細胞数は-股に数が精々少 く,これ又患側の方が健側 よりその数が少い｡

4)百分率は赤芽球系,骨髄芽球は健側に多く,好酸球系,単球は息側に多い｡ 併 し好中球系,淋

巴球は略,k同率である｡

終 りt/{臨&御指溝'御校閲を賜った恩師近藤 鎗失教授,並びL7'L御教示下さった山川憲:吾講師 ,%び仏力者野鳥元雛

医学生厚 く謝意を運べる｡
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骨関節鯖核における骨萎縮の実屠鋸勺研究
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7)西川 :内科診療の実際

8)田中,三森 :末期肺庫核の骨髄像L/{就いて 日本血液学会雑誌 ･7番 7号 ･75fl-(昭18)

9)山田 :骨萎縮に対する文献的考桑 京都外科集談合 (昭25･9)

10)鈴24回 日本整形外科集談会共同祈宅 (昭26･4)

(表 Ⅰ)

p1 20 早 足 関 節 倍 核(右)(療孔) 26080 70 8000.7000 389876400 早 餐 軽 (-)

.2 17 早 足 関 節 給 弦(左) 脛骨下端 33426065 60 4800 44000 382825600 申 戟 軽 (⊥)

3 12 早 藤離 所有惑(左) 讐嘉 36330578 64 660004.0000 32751oi6400こ/ 革 (-) 軽 (-)

4A 9 早 股 関 節 借 滋(義) 大輝子 33328162 53 14000 11000 38585r6900 ト rijユ(-) 高 (-)

5 13 8 股 関 節 帝 核(右) 大韓ネ 288慧 嘉 316讐 嘉 21126158 40 ′44800~17000 35475.600 ケン像(忠 中 戟 .高 (⊥)7 31 8 膝 関 節 解 核(義)(塵孔) 18447 35 1180010200 268607800 高 戟 LjrFll (-)

8 20 ? 肩肘関節滞核(義)(塵孔 )肩 峰 35031782 55 2900016800 344805800響 早 餐 早 (-)

10 22 ? 膝=関p節 糖 核(右) 24d55､20 1100b10000!l392866000 高 軽 早 (-)

術 後 (+)

35580 75′11000 9000 39387740q 餐 (.汁)(-)(+)

骨 萎 縮 qj. 辛 皮 骨 萎 縮 高 度.

芸5 一 芸7 健 患72 54 催 息 健 .忠60 44
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